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　平成１９年７月６日付けで受託したニートサポート事業にかかる業務委託について、事業が完了しましたので、下記の通り報告します。
記
１．委託業務名：　平成１９年度ニートサポート事業（アウトリーチ事業）
２．委託期間：　　平成１９年７月６日～平成２０年３月２１日
３．委託業務内容：
（１）目的
· 就労や自立に関して課題を抱えながら、どこに相談をしたらいいのかわからないといった若者本人や家族、関係者に対して適切な相談機関にかかる情報を提供する
· 若者本人や家族、関係者に対して支援プログラムへの参加を促す
· 若者就労支援を社会全体で進めるという共通認識形成や、多様な主体の参加促進のため、若者就労支援ネットワークを構築し、運営していく

（２）実施事業の概要
　①　「若者就労支援ネットワーク会議」の運営

· みえ若者就労支援ネットワーク会議を7回開催

	日時および会場

	第１回
	· 日時　７月２０日（金）19:00～21:00

· 会場　アスト津３Ｆ　みえ市民活動ボランティアセンター

ミーティングルームＡ・Ｂ

	第２回
	· 日時　８月２７日（月）19:00～21:00

· 会場　アスト津３Ｆみえ市民活動ボランティアセンター

ミーティングルームＡ・Ｂ

	第３回
	· 日時　平成19年10月3日（水）19:00～21:00

· 会場：アスト津３Fみえ市民活動ボランティアセンター

	第４回
	· 日時　10月31日（水）19:00～21:00

· 会場　アスト津３Ｆ みえ市民活動ボランティアセンター

ミーティングルームＡ・Ｂ

	第５回
	· 日時　12月5日（水）19:00～21:00

· 会場　アスト津３Fみえ市民活動ボランティアセンター

ミーティングルームＡ・Ｂ

	第６回
	· 日時　1月30日（水）19:00～21:00

· 会場　アスト津３Fみえ市民活動ボランティアセンター

ミーティングルームＡ・Ｂ

	第７回
	· 日時　2月20日（水）19:00～21:00

· 会場　アスト津３Fみえ市民活動ボランティアセンター

ミーティングルームＡ・Ｂ


· 3つの専門部会（【当事者サポート】、【支援ネットワークの拡充】、【ニート発生予防】）に分かれた上で、今後の若者就労支援策について討議

· ネットワークを通じた支援体制の拡充

· ＨＰを用いて討議内容等の情報を発信

　②　「若者就労支援キックオフイベント」の開催
· 平成１９年９月９日（日）に実施

· 津富宏氏による講演「ニート自立へのアプローチ」

· 県内関係者によるパネルディスカッション

· テーマ別ワークショップ

· 関係諸団体のブース出展

· 一般来場者数　約１００名
　③　親向けセミナー
· 浦田宗昭氏（ＮＰＯ法人リベラヒューマンサポート理事）による講演

· ワークショップ、参加者とのフリーディスカッションの実施

	日時および会場、参加者数

	第１回
	●四日市市内　11月17日（土）13：30～16：30

· 会場　　四日市市総合会館　7階第1研修室

· 参加者　54名

・　講師　　太田仁氏　「親の期待と子どもの自立」

（NPO法人 若いつばさの会・理事長）

（社会心理学博士、四日市市民大学講師）

	第２回
	●伊勢市内　11月25日（日）13：30～16：30

· 会場　　伊勢市労働福祉会館　3階第2会議室

· 参加者　9名

· 講師　　浦田宗昭氏　「親子の信頼関係」
　　　　　　　（NPO法人 リベラヒューマンサポート・理事）

　　　　　　　（いせ市民活動センター・センター長）

	第３回
	●名張市内　2月16日（土）13：30～16：30

· 会場　　名張市役所　3階303、304会議室

· 参加者　3名

· 講師　　浦田宗昭氏　「親子の信頼関係」
　　　　　　　（NPO法人 リベラヒューマンサポート・理事）

　　　　　　　（いせ市民活動センター・センター長）


· ＨＰによるセミナー内容等の情報発信

（３）主な成果

　①　「若者就労支援ネットワーク会議」を運営したことによる成果

· 参加者同士のネットワークの構築が前年度よりさらに進んだ

· 参加者同士の情報の共有化、協働支援、リファーができた

· 部会に分かれたことによって、参加者同士がより専門的に討議できた

　②　「若者就労支援キックオフイベント」を開催したことによる成果
· 内閣府と共催の位置づけであったことから、広く取り組みが周知できた
· 三重県若者自立支援センターの開設を社会に周知することができた
· 参加者がおしごと広場みえや若者就業サポートステーション・みえへ来所した
③　親向けセミナーを開催したことによる成果
· 参加者にネットワーク会議や県内の支援体制を周知する機会となった

④　事業全体としての成果

· 前年度よりもネットワークの構築が進んだ。企業からの参加者も新たに加わり、今後目指すべき企業との連携に展望が開けた

· 2年に渡る事業実施によって、参加者の顔と所属が見えるようになった。結果として会議やイベントが諸支援機関の連携を促進する場となった

（４）問題点と課題

　①　「若者就労支援ネットワーク会議」の運営に関して

· ネットワーク会議の位置づけについて共通認識が得られていない

· 討議が収束しづらい

〈理由として考えられること〉

-支援と社会的問題として考えるところと、大きく2つに分かれてきた

-参加者の態様、立場が一様でない

· 当事者に関する情報が不透明である

· 年度末が近づくにつれ出席者が減少傾向にあった

-前回不参加者のためのふりかえりと情報共有に時間をとられてしまう

②　「若者就労支援キックオフイベント」の開催に関して
· ネットワーク会議においてイベント開催の目的や内容について事前に討議を行うことができなかった

· 準備にかける時間が少なかった

· イベント開催が親向けセミナーの参加者増にはつながらなかった

3 親向けセミナーの開催に関して

· 参加者が少なかった（伊勢、名張）

· 案内チラシを各所で配布したりマスコミへの広報協力依頼はしたりしたが、結果的に当事者をもつ家族に届くようにセミナーの開催情報を発信することができていなかった

4 事業全体として

· 昨年度に作成したマップのような目に見える成果物を提示できなかった

5 県との協働のあり方に関して

　　　    ＊　事業開始時において具体的な成果指標の検討や合意が充分でなかった

　　　　　＊　複数年度にまたがって事業を継続していく際の協働のあり方の検討

　　　　　＊　協働のあり方や進め方について意見交換したり学んだり出来る機会の創出

　　　　

（5）今後に向けての提案

1 参加者の意識統一のために

· 年度始めにネットワークとして何を目的とするのか、ビジョンやミッションについて合意形成を行う

· 個人情報の保護に充分に配慮しながら、当事者支援に関する現場での情報をふまえた意見交換ができるように工夫する

· 各々の支援機関の活動内容や抱えている課題について、全体で共有する時間をとる

2 ネットワーク拡充のために

· 市町へネットワークの存在、役割をPRし、会議への参加を促す

· 市町、地域単位での会議開催を検討する

· 企業へネットワークの存在、役割をPRし、会議への参加を促す

　　③  その他

· 当事者の意見や思いを事業に具体的に反映させる仕組みを検討する

· 参加型の会議を進める場合のルールを全員で確認し、共有する時間をとる

